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 令和元年度  江陵高等学校 学校評価 

建学の

精神 

教育の機会をここに開拓し、創造性、自主性をもって行動思索し、個人の能力が充分に伸長

しうる学舎であることを創設の精神とする。 

 

重 点 

目 標 

人間性豊かな個性の伸長と創意工夫に富む教育活動の推進に努める。 

〇 生きた学力と実践力を身につけさせる。 

〇 自己を確立し共に歩む心を育てる。 

 

各 学 科

の概要 

〈福祉科〉 

●高齢化社会に不可欠な介護の専門家を養成する学科 

●福祉専門科目を学び、各種の実習授業やボランティア活動を展開しながら 体験的に学

び、各種資格・検定取得を通じて幅広い知識を習得させる。 

●３年間で「介護福祉士国家試験」受験資格が取得できる。 

●卒業後の進路は、主に福祉関係に就職。他に大学・短大・看護学校への進学実績がある。 

〈普通科〉 

○進学・就職を目指す幅広い学科 

○３年間で『英語検定』『漢字検定』『危険物取扱者』『商業簿記検定』『文書処理検定』『普通

救急救命講習修了証』など、様々な進路に対するために各種検定・資格が取得できる。 

○進学希望者は、進学講座や進学模試を受け、数多くの大学進学の実績がある。 

 

令和元年度の取組み 

学校自己点検・評価シート等で取り組んだ結果を年度末に評価・達成状況を確認する。 

評価の低い項目については次年度に向けて改善の方策を検討する。 

評価項目 取り組み目標 取組み内容 達成状況・反省・ 

教育活動 自主的かつ主体

的に取り組む環

境の充実 

福祉科・普通科とも部活動の

加入率も高く、学習意欲の高い

生徒も多い状況からホームル

ーム・授業・部活動を通じて学

習・進路に対しての意識を高め

る。 

意欲的な生徒の割合が増えている反

面、指導に苦慮することも若干あった。

積極的にボランティア活動参加や日常

のゴミ拾い等を通して地域から評価を

受けた。部活動では１年間活発な活動

を継続し戦績面も全体を通して評価で

きる結果であった。 進路・学習面は目

的意識が高い生徒が多く、進路指導の

様々な取り組みによって生徒自ら自分

の進路に対して積極的に考えて取り組

むことができた。     【 A 】 
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 確かな学力の定

着及び生きる力

の育成に向けた

取り組み 

授業・家庭学習・定期試験・

模擬試験等を充実させ、進学・

就職・国家試験（介護福祉士）

等の対応に努める。また、規範

意識・道徳心を育てると共に、

生徒の生きる力を育成する。こ

のためには教員間の連携や家

庭との連携を図り、学力の向上

と生きる力の伸長をさせる。 

 教員集団が生徒のことを第一に考え

授業・部の活性化に向けて団結してく

れた。 

 基礎学力テスト・公務員模試・就職模

試・医療看護模試・福祉科施設説明会・

生徒対象進路ガイダンス・三年生父母

対象進学説明会などの実施により保護

者・生徒への意識付けもある程度は浸

透させることができた。また介護福祉

士国家試験の合格率 100％を達成する

など指導の結果がでたとともに合格・

内定率が高まった。    【 A 】 

生徒による授業

評価結果に基づ

く授業改善 

（年度末実施） 

校内研修などを通して、教育

力の向上を図り、確かな知識・

学力の定着を図る。日頃から各

教科で十分に教材研究の準備

等をして授業力の向上に繋げ

る。 

 教育の向上を図り、確かな知識・学力

の定着を図ってきた。各教科とも準備・

工夫を十分に行い着実に授業力の向上

につながっている。学習意欲の低い生

徒をいかに底上げしていくかが今後の

課題として残されている。 【 A 】  

学校生活

への配慮 

学校生活  基本的生活習慣（欠席・遅

刻）・問題行動等に対しての指

導を適切に家庭とも連携を取

りながら行う。また、部活動の

中でも人間形成を向上させる。

勝利第一主義的な指導はさけ、

体罰・暴言による不適切な指導

はしない・させない。 

数件の問題行為が発生したが、その

都度適切な対応を行い再発防止に努め

た。部活動や学校生活のことで保護者・

から改善を求めるられる場面があり、

日頃から保護者と学校とのやり取りを

綿密にしてしっかりとしたコミュニケ

ーションを行う必要性を痛感した。 

            【 B 】 

生徒に合わせた

指導 

 生徒の環境の多様化にマッ

チした指導と家庭との連携を

図る。そのためには担任・学年

団・各分掌・保健室・部顧問等

が情報交換を常に行い、素早い

対応と問題行為等の防止への

取り組みを継続して行う。 

人間関係のからくる諸問題でクラス

に入ることが出来ない生徒が若干いた

が、サポート教室などを活用し問題解

決に努めた。また、長年患っていた学習

障害が表面化し、専門医や担任・学年と

協力しながら対応してきたが、医師の

指導と本人・保護者の希望により進路

変更を行った。今後課題となる事例で

あると捉えている。    【 B 】 
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いじめ・体罰防

止のための取り

組み 

 いじめに関して、定期的に生

徒・保護者・教員のアンケート

の実施を行い防止に努める。教

員間で情報の共有と情報交換

を日常的に行い防止に努め疑

いのある事案については早期

解決に向けて素早く対応する。 

サポート教室を活用し、担任や学年

が協力しし改善に至る。まだ、近年Ｓ

ＮＳにおける書き込み等から来るいじ

めの問題も表面化しており、正しいＳ

ＮＳ使用の指導方法も模索している。

今後の大きな課題として考える。 

       【 B 】 

課外活動 生徒会活動の充

実 

 各種学校行事において、生徒

が主体的、自主的に活動できる

環境作りと指導 

 生徒会が自主的に学校祭・球技大会

等の計画立案を遂行した。特に学校祭

行灯パレード等は多くの町民から注目

され評価されている。また、町議会の学

校公開講座の実施で高校生から見た町

政についての意見も述べることができ

た。           【 A 】 

部活動の意義 スポーツ・文化を通じて基本

的生活習慣と礼節を学ぶこと

により他人に対しての思いや

りや縦の繋がり（上下関係）・

横の繋がり（同級生・友達）と

の人間関係をバランスよく身

につけること。また、部の活動

を通して授業の大切さと自分

の将来について深く考えさせ

る。 

 挨拶・礼儀等は来校された方や住民

の方々からお褒めの言葉を多く頂い

た。また、統合整備に伴う公立高校との

合同活動は懸念された問題もなく両校

の部員たちが仲良く活動していたこと

は評価できる。一方、問題を抱えている

生徒が部員であることがあり、当初の

志に反して部活動を離れる生徒も数名

いたのは今後の指導においての課題で

ある。          【 B 】 

部活動の活性化 自ら進んで練習等に励んで、

勝つことの喜びや負けたこと

に対しての反省や挫折をばね

にして、前向きに行動の取れる

人格を養う。生徒が理解できる

ように辛抱強く時間をかけて

指導をする。 

体罰のない指導を行う。教職

員が理解しながら生徒に関わ

る必要がある。（アンガー・マ

ネジメント） 

例年、運動系・文化系ともに多くの部

が北海道大会に出場を果たしている。

更に、北海道大会でもバトミントン・陸

上は上位に進出し、書道部においては

全国大会に出場を果たしている。 

いくつかの部は同居する公立高校と

の合同チームとして大会出場も果たし

ている。 

体罰のアンケートを分析したが、該

当する案件はほとんど認められなかっ

た。           【 A 】 
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進路指導 基本方針 生徒の個々人の能力に応じた

生徒自ら自主的に進路を選択

して、目標の実現に向けて計画

的・組織的な進路指導を行う。                      

 模擬試験・進路ガイダンス・説明会等

など計画に基づいて実施することが出

来た。次年度についても是非に実施を

継続する。        【 A 】 

重点目標 ① ＨＲ活動などを通じて進

路の目標を早期に決定さ

せ、意識をもって学校生活

を過ごさせるようにする。 

② 家庭と担任と連絡を密に

して情報を共有し、スムー

ズな進路決定を目指す。 

③ 進路通信などを通じて生

徒や職員に随時情報を発

信する。 

④ 教務部・生徒指導部・広報

部とも連携し、全体の関わ

りによって適切な指導を

行う。 

⑤ 幅広い選択肢を設けられ

るよう企業・施設・進学先

の学校との繋がりを維持

しつつ新規開拓にも努め

る。 

⑥ 国公立大学・看護系希望者

を発掘・育成・探求し、昨

年度に引き続き合格者が

出るよう取り組む。 

⑦ 進路設計意欲を高めるた

めに、個別指導を強化し、

適切な指導・助言に努め

る。 

３年生は春休み中に三者面談を行い

進路の方向性を見出していくことがで

きた。就職試験や入試の対策として複

数の先生方で面接指導を実施し回数も

増やすことで万全の体制を整えた。進

路指導部と学年団との連携で全体的に

的確な進路指導ができた。進学で推薦

試験の前段で就職に変更した例もあっ

た。承諾書を提出させているが今後は

充分に理解をさせていくこと必要であ

る。 

２年生は年３回の進路ガイダンスや

進路情報を受け取る機会を増やし、進

路指導部が中心になり個別の面談を行

いながらながら早期の進路実現に対す

る意識啓発を行ってきた。 【 A 】 
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保健衛生 教育相談体制の

充実 

 相談室内の環境の改善を行

う。また、担任・保健室・生活

指導部との連携を強化し、複数

教員でのサポートを行う。生徒

の悩み（人関係・部等の悩み・

家庭の悩みなど）情報収集によ

って早期解決を目指す。 

 生徒は養護の先生に自分の悩み（ク

ラスの人間関係・異性・家庭等）を相談

していることが多い。わがままな相談

も時にはあるが、問題を抱えた生徒の

多くは保健室で養護の先生に助けの信

号を送り、この情報から適切な対応が

行え救われた生徒もいた。生徒の発し

ているサインを逃がさず察知して学年

団・家庭と連携して問題解決に向けて

いかなければならない。  【 A 】 

性に対する指導 

 

 

 

 

 

命の大切さを考

えさせる 

ＨＲ・教科等で性のあり方に

ついて理解させ教員間での指

導方針での共通理解を図る。 

   

様々な機会を通じて命の大

切さを学ばせる。 

   

性の教育において生徒自身が正しい

知識と考え方を持つことは大切であ

り、今後も必要性があると考える。子

どもの自殺・自傷行為・いじめなどの

問題が社会問題として取り上げられて

いる現在において、この諸問題つい

て、日頃から我々教員が生徒に投げか

け考えさせることか必要ある。  

            【 A 】 

広 報 中学校に対する

広報活動      

 

 

 

 

 

 

生徒募集活動 

① 学校通信（福祉科・普通科） 

② ②「願いはかなう」卒業生の進

路報告の刊行物を出身中学校

に配布する 

 

 

 

 

平成３１年度生徒募集停止に

伴い終了した。 

 

 

 年２回の学校通信を発行し中学校に

配布し、本校の生徒の活動や部活動で

の実績を伝えることが出来た。また、

「願いはかなう」の刊行物で、出身中学

校向けに配布し、本校卒業後の進路を

報告した。 

 

 

体験入学は平成３１年度生徒募集停止

に伴い終了した。 

【 A 】 

           

 

※【Ａ：達成できた, Ｂ：大体達成できた, Ｃ：あまり達成できなかった, Ｄ：達成できなかった】 

 


